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学部担当科目

　【研究上の特記事項】

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

・臨床心理実習（通年：共同）　　・臨床心理学特論(通年：共
同）
・臨床心理学面接特論(通年：共同）
・臨床心理査定演習（通年：共同）
・投映法特論（前期）

授業科目

平　成　２２　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

関西学院大学大学院文学研究科博士課程前期課程心理学専攻修了

文学修士

最終学歴

日本心理臨床学会、日本心理学会、日本ブリーフサイコセラピー学会、日本行動療法学
会、日本認知療法学会、日本トラウマティックストレス学会、他

心理療法における学派を超えて共通に存在する治癒(効果)要因と治療プロセスの探索、
不安・抑うつの臨床心理学的研究

担当講義科目においては、毎回授業アンケートを実施し、教員側の授業の振り返りと学
生の授業内容の理解の状況について把握するための一助とした。大学院臨床心理学コー
ス修了生に対する実践教育支援（臨床心理クリニック及び自主勉強会における助言指
導）を行った。

ブリーフセラピー・ネットワークジャパン理事（1998年度～）、大阪府臨床心理士会医
療関係部会運営委委員（2005年度～）、奈良県スクールカウンセリングカウンセラー
（2008年度～）、奈良命の電話相談員養成講座講師(2009年度～）、大阪市障害程度区分
認定審査会委員(2009年度～）

臨床心理学、心理療法（統合・折衷）

GaryEmery著「overcoming depression]の監訳し、「うつを克服する10のステップ：うつ
病の認知行動療法ユーザー・マニュアル及びセラピストマニュアル(二冊本)」としてを
金剛出版より刊行した。統合・折衷的心理療法の教育・研究・実践を目的とした「関西
折衷的心理療法研究会」を臨床研究仲間と共に2010年4月立ち上げ活動を開始した。

・臨床心理学演習Ⅰ（前期)、・臨床心理学演習Ⅲ（前期）、・臨
床心理学応用実習Ⅰ（前期）、・心理療法（前期）、・心理病理学
（前期）、・臨床心理学演習Ⅱ（後期）、・臨床心理学演習Ⅳ（後
期）、・臨床心理学応用実習Ⅱ（後期）、・臨床心理学概論（後
期）、カウンセリング実習（後期）

大学院博士後期課
程担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科
目

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

臨床心理クリニック所長(2007年度～）、人事委員（2009年度～）、学生相談員（2004年
度～）、企画委員(2009年度～）、地域連携教育研究センター運営委員(2007年度～）、
他

・
・
・
・



共監訳

共監訳
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単

共

単

単

単

単
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②ワークショップ：記憶心理
学と臨床心理学のコラボレー
ションに向けて（２）PTSDを
巡る諸問題

①自主シンポジウム：統合・
折衷的心理療法の展開（２）
治療関係の形成と工夫

④折衷的心理療法シンポジウ
ム

(報告書）

①2010年度奈良大学臨床心理
クリニック第一回公開講座-
第一回テーマ「子どもの“う
つ”～より良い理解と関わり
のために」の企画について

（翻訳書）

③自主企画シンポジウム：認
知療法の治癒要因

認知行動療法の立場から、自分の力
で鬱を乗り越えて、健やかな気分や
状態を回復していくための有効な取
り組み方をステップバイステップ形
式で紹介されている。

「クライエントの治療関係の認知に
適合すること」というテーマで、ク
ライエントの認知(理論)を尊重・活
用することの意義について論じた
（担当：シンポジスト）。

（学会発表）

2010年9月

②うつを克服する10のステッ
プ：うつ病の認知行動療法セ
ラピスト・マニュアル

統合・折衷的心理療法の実践におい
て、共同的治療関係をいかに形成す
るのか、その工夫について論じた。
（企画・司会進行担当）

PTSD治療における基礎心理学（記憶
心理学）と臨床心理学の協働につい
ての論議。指定討論者として、臨床
心理学（統合・折衷的心理療法）の
立場からコメントした。

①うつを克服する10のステッ
プ：うつ病の認知行動療法
ユーザー・マニュアル

①電話相談員へのグループ
スーパーヴィジョン

（その他）講演、など

②平成22年度地域連携教育研
究センター事業１：公開講座
「こころのコミュニケーショ
ンと人間関係」

教育研究所の電話相談員ケース会議
においてスーパーヴァイザーとして
指導を行った。

統合・折衷的心理療法による「事例
提供」に対して、「共通要因アプ
ローチ」の立場からコメントした。

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

概　　　　　　　要
発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

金剛出版2010年6月

専門家向けに書かれた最新の「うつ
の認知行動療法」のガイドマニュア
ルである。

2010年6月

2011年3月1日
奈良大学臨床心理クリニック第一回
公開講座における杉山崇先生の講演
内容について簡潔に論じた。

平成22年11月12日、19日、26日に開
催した標記の公開講座における各講
師の講義内容の要旨を記載。

金剛出版

奈良県立教育研究所
主催

2010年5月20日

日本心理臨床学会第
29回大会発表論文
集、596.

日本心理学会第74回
大会発表論文集、
WS25．

第10回日本認知療法
学会第23回サイコオ
ンコロジー学会合同
大会プログラム・抄
録集97-98.

第1回折衷的心理療法
シンポジウム

2010年9月

2010年10月

2010年9月

臨床心理クリニック
紀要第3号、43-44.

奈良大学地域連携教
育研究センター、平
成22年度事業報告
書、7-9．

2011年3月

ブリーフセラピー・
ネットワーカー第14
号、9-11.

20011年3月31日

BTNJ第15回大会の「特集論文：大会
報告」として、講師ウォルター＆ペ
ラーご夫妻のワークショップの概要
に加えて、「困り事・心配事」を
「希望・可能性」に変化させる「治
療的相互作用」について論じた。

（学術論文）

①解決志向ワークを見るこ
と、実践すること、教えるこ
と－ジョン・ウォルター＆
ジェーン・ペラーご夫妻によ
るワークショップBTNJ第15回
大会報告-
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④NPO法人大学院連合メンタ
ルヘルスセンター第3回グ
ループスーパーヴィジョン

⑤講演：学校カウンセリング
の基本

③講義：家族・親子・きょう
だい間のダイナミックス

大学院生の事例発表に対してスー
パーヴァイザーとして指導を行っ
た。

②心理療法における共通治癒
(効果)要因と治療プロセスを
探索する

小学校、中学校、高校の教員歴10年
の教員に対して、「学校カウンセリ
ングの基本」に関する講義と実習を
行った。

標記テーマの医療関係部会企画分科
会において司会進行及び討論に加
わった。

家族心理学及び家族システム論の観
点から、親子関係ときょうだい関係
の諸相ならびに家族関係発達につい
て講義し、併せて電話相談員として
重要なの基本的スタンスについて論
じた。

2010年8月19日

大阪府臨床心理士会
第18回総会・研修会

奈良いのちの電話
「第34期電話相談員
養成講座」における
講義

NPO法人大学院連合メ
ンタルヘルスセン
ター主催

奈良県立教育研究所
主催「10年経験者研
修講座」における講
師として（講義と実
習）

2010年6月20日

2010年7月3日

2010年7月31日

⑥ブリーフセラピー・ネット
ワークジャパン第15回大会

2010年10月23日~24日
ブリーフセラピー・
ネットワークジャパ
ン主催

講師にジョン・ウォルター＆ジェー
ン・ペラーご夫妻をお迎えしてワー
クショップを行い、本大会の会長・
全体司会を務めた。

⑦講演：こころのつぶやきと
メンタルヘルス

2010年11月26日

平成22年度地域連携
教育研究センター事
業1「公開講座：ここ
ろのコミュニケー
ションと人間関係～
こころの健康につい
て考える」

こころのつぶやき(自動思考)が行動
や感情にどのように影響するのか、
そのことがメンタルヘルスとどのよ
うに関係するのかについて、実習を
まじえて講演した。

⑧奈良いのちの電話相談員研
修グループスーパーヴィジョ
ン

2011年2月19日
奈良いのちの電話協
会主催

ベテラン電話相談員に対する一日研
修において、相談員自身の振り返り
と事例の対応に関して指導を行っ
た。

⑨講演：介護現場で働く人の
こころの健康

2011年2月28日
奈良県老人福祉施設
協議会主催

主として老人施設の勤務する専門職
員を対象に、ストレス心理学や臨床
心理学の立場から、メンタルヘルス
問題とその対応について講演した。


